
第14回「これからの算数・数学教育を考える会」

算数科「データの活用」領域における

自動車調べを題材とした１年生の実践

附属京都小中学校 初等部 保科 一生



１-a．算数科における単元の設定・題材の意図
数量をより具体的な生活場面への着目することや，事象の特徴に
ついて考察しようとすることを目的に算数科の「かずしらべ」の発展
学習として本単元を設定した。

「かずしらべ」 「じどう車しらべ」

非連続テキスト 連続テキスト

（テキストの形式として絵や表，図など）

（映像資料としての動画に映る自動車を整理分類し数量を調査）

啓林館 わくわく算数 １



統計データの特徴を読み取り判断すること

第１学年 身の回りの事象の特徴についての把握

第２学年 身の回りの事象についての考察

第３学年 身の回りの事象についての考察

第４学年 結論についての考察

第５学年 結論についての多面的な考察

第６学年 結論の妥当性についての批判的な考察

学習指導要領「Dデータの活用」の内容の概観 一部



学習指導要領（2017）解説総則編

言語能力
問題発見・
解決能力

情報活用能力

第１章 総則 第2 教育課程の編成
２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成
（１）学習の基盤となる資質・能力

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結
び付きとして捉え，情報及び情報技術を適切かつ効果的
に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成し
たりしていくために必要な資質・能力である。
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学習指導要領（2017）

１-b．情報活用能力育成に向けての意図



「複数のウェブページから目的に応じて特定の情報を見つけ出し、関連付ける
ことや情報を整理し、解釈すること。また、受け手の状況に応じて情報発信する
ことに課題がある」

情報活用能力調査報告（201５年度実施）からの課題

１-b．情報活用能力育成に向けての題材の意図

デジタルテキスト
オンライン上の多様な形式を用いたテキスト

（Webサイト、投稿文、電子メールなど）



情報の整理・比較

情報の発信・伝達

情報モラル

情報統計プログラミング的思考
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情報手段の基本的操作

情報の収集

学習指導要領解説総則編（2017）を参考に筆者作成

情報活用能力



統計学習の素地

タブレット端末を活用して再生や停止
をくり返して必要な情報を集め，情報
を分類整理し統計的な問題解決活動
に触れる。



京都市内で東西に伸びる幹線道路の一つ

学校すぐの『北大路通り』



「映像資料データ」

動画の
長さ

乗用車 バス
タク
シー

トラッ
ク

バイク その他

動画Ａ １分半 21 1 3 5 4 1

動画B １分半 24 2 3 3 5 0

動画C 1分半 15 1 0 6 5 1

動画D 1分半 18 2 1 4 10 4



指導計画

時間
統計的問題
解決の段階

学習内容

第1時 Ｐ問題 Ｐ計画
単元の学習課題や学習計画を
設定する。

第2時 Ｄデータ
動画からデータを収集，
分類整理する。

第3時 A分析 C結論
道路を走る自動車の傾向を
分析し，結論付ける。



北大路通りにはどんな車がどのくらい
走っているのかしらべよう。

第１時 Ｐ問題把握 Ｐデータの想定







第２時 Ｄデータ収集 整理



第３時 A分析（特徴や傾向の把握）
C結論付け







第３時の記述より （６０名）

学習をもとにグラフや数値から思考している。

７+２＝９ １５％

主張の根拠がない。

８＋６＝１４ ２３％

わかったことや楽しかったこと。（感想）

１４＋２３＝３７ ６２％











京都教育大学附属京都小中学校 保科 一生

hoshina@kyokyo-u.ac.jp






